
市民の広場

さーくちゃん家でごはんを食べよう

2023年（令和５年）11月１日　No.74

議会だより表紙大募集中！！詳しくは19ページを
ご覧ください

撮影者：mj　場所：荒船山
青い波頭

紙表

トピックス
令和５年９月定例会
一般質問　16名の議員が市政を問いました　
令和４年度決算を認定しました

特  集 議員報酬増額及び議員定数削減に関する
条例改正案をそれぞれ可決

詳しくは18ページを
ご覧ください。

11/11（土）
令和５年度意見交換会
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議会活性化特別委員会（採決）R4.11.10
定数25人に賛成 ６名
定数24人に賛成 ２名

佐久市特別職報酬等審議会から市長へ答申
附帯意見として、「議員定数の削減を検討されたい」

佐久市男女共生ネットワークとの意見交換会
男女共生ネットワーク15名参加

議員定数に係る市民との意見交換会
市民延べ40名参加

議会活性化特別委員会を設置し、協議・検討

議員定数市民アンケート
市民1000人（無作為抽出）を対象に実施（回答者441人、回答率44.1%）
アンケート結果抜粋

　　　 ※回答５％以上抜粋

24人とする条例改正案を可決
議員定数改定までの経過

R2.12.4

R4.5.31

R4.10.9・18

R3.5.19

Ｒ4.1～2

Q 現在の議員定数26人について
多い 少ない ちょうど良い わからない
40% 4% 26% 30%

議会活性化特別委員会の採決結果を議会運営委員会に報告
全会一致でなかったため、議会運営委員会において協議継続を決定R4.11.17	

Q 適当だと思う議員定数は何人（多い又は少ないと回答された方）
20人 22人 23人 24人
31% 16% 14% 12%

・常任委員会（８人×３委員
会）+議長（１人）＝（25人）
が好ましい　などの理由

市民との意見交換会の様子

➡ 議員定数を1人減の25人とすることに決定
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佐久市議会議員定数を２人減の

議会運営委員会で、前期委員会からの方針「議員定数24人」を受け、
議員定数条例改正案を令和５年９月定例会に提出することを決定

議員定数条例改正案提出までの検討経過を市民の
皆様にお伝えするため市民説明会を全11回にわたり
開催　　　　　　　　 

R5.9.8

R5.7～8

R5.２.８

R5.3.８

議員間討議（採決）
定数25人に賛成 ７名
定数24人に賛成 14名

態度保留 ５名

定数25人に賛成 ２名
定数24人に賛成 ７名

議
員
間
討
議
の
様
子

➡ 「議員定数を2人減の24人とする」議会運営
　委員会の方針を次期委員会へ申し送り決定

議会運営委員会（採決）

議員定数を２人減の24人とする議員定数条例改正案を議案提出
採決の結果
賛成多数（賛成19人・反対6人）で原案可決

議員定数を24人として
令和７年４月執行予定の市議会議員選挙から施行

R5.９.28

議員定数24人の理由
・本会議での採決は、議長を除く全議員で行われるため、議員定数は奇数
（23人）+議長（1人）=偶数（24人）が好ましい。

・全国の類似自治体の平均議員数を参考にした。
・人口減少・少子高齢社会にある中、行財政にも配慮し、定数を削減し

ながらも、行政の監視機能の維持強化を図れる議員定数とした。
　以上のことを総合的に勘案し、議員定数を2人削減し、24人とする。

→詳しくはこちらをご覧ください
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議員のなり手不足の要因の一つとして議員報酬が低いという問題がある。
議員の活動が保証される議員報酬が必要
　報酬額は

　県内同規模自治体との比較

全議員の総意として、報酬審議会の開催・具体的な議員報酬額を市長に申入れ

市長から佐久市特別職報酬等審議会に議員報酬の額の改定を諮問

議員報酬増額の条例改正案が
提出される

議員報酬条例改正案を
全会一致で可決
令和６年４月１日施行

市議会議員選挙は無投票に	➡ 当市議会においてもなり手不足が現実のものに

佐久市特別職報酬等審議会から市長へ答申
・議員報酬の額は、諮問のあった金額のとおりとする

附帯意見として　・報酬の増額にあたっては、議会において議員定数の削減を検討されたい
　　　　　　　　・議員活動が見えないという意見が多く出されたことから、引き続き、
　　　　　　　　　議会において議員活動の見える化のための方策を進められたい

議員報酬改定までの経過

議会の課題

Ｒ元.5.８

Ｒ元.10.1

R5.8.30

R5.9.28

Ｒ3.4.11執行

R2.12.4

役　職 月　額 年　収
議　長 461,000円 7,694,090円
副議長 383,000円 6,392,270円
議　員 349,000円 5,824,810円

役　職 月　額（うち増額分）
年　収

（答申のあった月額報酬を令和２年11月
　時点で年収に換算した額）

議　長 494,000円（増額33,000円） 8,244,860円
副議長 435,000円（増額52,000円） 7,260,150円
議　員 405,000円（増額56,000円） 6,759,450円

市　名 議員定数 人　口 面　積 報酬月額
佐久市 26人 98,867人 423.51㎢ 349,000円
飯田市 23人 101,187人 658.66㎢ 407,000円

安曇野市 22人 97,581人 331.78㎢ 360,000円

議員報酬増額の条例改正案を全会一致で可決

本会議での採決の様子

（平成31年４月現在）

（平成31年４月現在）
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令和５年
９月定例会

　令和５年９月定例会を８月30日から９
月28日までの30日間の会期で開きました。
専決処分報告１件を承認のほか、議員報酬
条例改正案や令和４年度決算認定など25件
を可決及び認定しました。

令和５年佐久市議会９月定例会　議案審議結果

議案番号 議　　案　　名 審議結果

68 専決処分の報告について ◎

69 佐久市特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の
制定について ◎

70
佐久市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づ
く個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

◎

71 佐久市・軽井沢町清掃施設組合規約の変更について ◎

72 市道の路線認定について ◎

73 大型提示装置（中学校）の購入について ◎

74 大型提示装置（北部地区小学校）の購入について ◎

75 大型提示装置（南部地区小学校）の購入について ◎

76 令和４年度佐久市一般会計歳入歳出決算認定について ◎

77 令和４年度佐久市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について ◎

78 令和４年度佐久市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について ◎

79 令和４年度佐久市障害者支援施設臼田学園特別会計歳入歳出決算認定について ◎

80 令和４年度佐久市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について ◎

81 令和４年度佐久市奨学資金特別会計歳入歳出決算認定について ◎

82 令和４年度佐久市環境エネルギー事業特別会計歳入歳出決算認定について ◎

83 令和４年度佐久市工業用地取得造成事業特別会計歳入歳出決算認定について ◎

84 令和４年度佐久市茂田井財産区特別会計歳入歳出決算認定について ◎

85 令和４年度佐久市国保浅間総合病院事業特別会計決算認定について ◎

86 令和４年度佐久市下水道事業特別会計の利益の処分及び決算認定について ◎

87 令和４年度佐久平環境衛生組合会計歳入歳出決算認定について ◎

88 令和５年度佐久市一般会計補正予算（第５号）について ◎

89 令和５年度佐久市一般会計補正予算（第６号）について ◎

90 令和５年度佐久市環境エネルギー事業特別会計補正予算（第１号）について ◎

91 令和５年度佐久市下水道事業特別会計補正予算（第１号）について ◎

92 令和５年度野沢地区都市構造再編集中支援事業多目的広場整備工事請負契約について ◎

93 佐久市議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定について ○

提出された議案の
詳細はこちらをご
覧ください。

【結果の表示】　◎全会一致で可決・認定・承認　○賛成多数で可決（６ページに賛否一覧）
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議案第93号　議員定数条例改正案の採決の様子

賛 否 一 覧
会派名

議員名
議案等番号　議案等略名

令和政策研究会 みらいの風 成和会 公明党 日本共産党 SAKUの風

議決
結果

大
塚
　
雄
一

木
内
　
義
春

神
津
　
　
正

小
林
　
貴
幸

清
水
秀
三
郎

土
屋
　
俊
重

三
石
　
義
文

城
田
　
　
領

栁
澤
　
　
潔

小
林
　
英
朗

加
藤
夕
紀
子

吉
川
　
友
子

高
橋
　
良
衛

中
條
　
壽
一

市
川
　
稔
宣

小
金
沢
昭
秀

篠
原
　
　
勤

小
林
　
歳
春

江
本
　
信
彦

渡
辺
　
康
徳

内
藤
　
祐
子

小
林
　
松
子

三
石
　
知
志

高
栁
　
博
行

塩
川
　
浩
志

土
屋
　
啓
子

議案第93号　佐久市議会議員定数条例の一部を改
正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 原案可決

陳情第8号　「健康保険証」の存続に関する意見
書の提出を求める陳情 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ○ ○ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ○ ○ ○ ■ ○ ■ 不採択

※「○」は賛成　「■」は反対　「退」は退席　「欠」は欠席　議長（江本信彦）は採決に加わりません。
※これ以外の案件等は、全会一致でした。

陳情の審議結果
番　号 陳　情　者 要　　　旨 審議結果

令和５年
陳情第８号

長野市若里1-5-26
長野県保険医協会
会長　宮沢裕夫

「健康保険証」の存続に関する意見書の提出
を求める陳情 不採択

定例会本会議での賛成討論・反対討論
の様子についてはこちらをご覧ください

議案第93号  議員定数条例改正案について

議案説明　1:22:01～
討論　　　1:28:31～
採決　　　1:44:10～
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市
内
小
中
学
校
に
お
け
る
大
型
提
示
装
置
の
購
入

に
当
た
り
、製
品
を
指
定
し
た
理
由
は
、中
学
校
、南
・

北
小
学
校
で
、
異
な
る
製
品
が
納
品
さ
れ
る
と
学
校

間
で
の
融
通
や
、
教
師
が
異
動
し
た
場
合
操
作
性
が

変
わ
っ
て
し
ま
う
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
慮
し
同
等
品
を

不
可
と
し
た
こ
と
を
確
認
。
各
学
校
の
教
職
員
で
構

成
さ
れ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
で
数
社
の

製
品
を
操
作
し
意
見
集
約
し
た
結
果
を
踏
ま
え
選
定
。

委
員
か
ら
、
中

学
校
も
南
北
に

分
け
て
少
し
で

も
多
く
の
業
者

に
入
札
の
機
会

を
与
え
る
べ
き

で
あ
っ
た
と
の

意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

市
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て
、
委
員
に
よ
る
現
地

調
査
を
実
施
し
た
上
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
確
認

し
た
６
本
の
路
線
は
、
宅
地
分
譲
の
た
め
の
開
発
に

伴
い
築
造
さ
れ
た
路
線
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
路
線

に
つ
い
て
、
市
道
認
定
基
準
に
沿
っ
て
回
転
広
場
を

設
け
て
あ
る
も
の
の
、
全
て
行
き
止
ま
り
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、「
民

間
事
業
者
の
開
発
で
あ
る
た
め
、
市
が
介
入
す
る
こ

と
は
難
し
い
と
思
う
が
、
市
道
を
築
造
す
る
際
は
、

周
辺
状
況
を
勘
案
し

な
が
ら
、
ま
た
、
将

来
を
見
越
し
て
、
で

き
る
だ
け
行
き
止
ま

り
の
な
い
よ
う
な
開

発
に
つ
い
て
お
願
い

し
た
い
。」
と
の
要

望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

採
択
す
べ
き
と
の
立
場
か
ら
は
、
資
格
確
認
書
を

発
行
す
る
よ
り
、
現
行
の
保
険
証
を
存
続
さ
せ
な
が

ら
、
マ
イ
ナ
保
険
証
と
併
用
し
て
い
く
の
が
煩
雑
と

な
ら
な
い
、
デ
ー
タ
の
紐
づ
け
誤
り
か
ら
、
安
全
性

と
信
頼
性
が
欠
如
し
て
い
る
等
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
不
採
択
と
す
べ
き
と
の
立
場
か
ら
は
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
、
認
知
症
の
方
々
に
と
っ
て
病
歴

や
投
薬
の
履
歴
が
紐
づ
け
ら
れ
る
の
は
メ
リ
ッ
ト
が

大
き
い
、
不
安
解
消
を
国
に
求
め
る
こ
と
は
必
要
だ

が
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
上
で
は
、
現
行
の

保
険
証
と
の
併
用

は
あ
り
え
な
い
等

の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　

挙
手
採
決
の
結

果
、
本
陳
情
は
不

採
択
と
決
し
ま
し

た
。

佐
久
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
並
び
に
旅
費
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
佐
久
市
行
政

手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
、
法
律
に
よ
る
個
人
番
号
の
利
用
及
び

特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

佐
久
市
・
軽
井
沢
町
清
掃
施
設
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て
、
市
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て
、
令
和

５
年
度
野
沢
地
区
都
市
構
造
再
編
集
中
支
援
事
業

多
目
的
広
場
整
備
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
審
査

し
、
原
案
可
決
と
決
し
ま
し
た
。

健
康
保
険
証
の
存
続
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情
を
審
査
。

条
例
案
２
件
、
事
件
案
３
件
の
計
５
件
を
審
査
。

全
会
一
致
で
原
案
可
決
。

総
務
文
教
委
員
会
　
委
員
長
　
小
　
林
　
歳
　
春

事
件
案
３
件
に
つ
い
て
原
案
可
決

経
済
建
設
委
員
会
　
委
員
長
　
清
　
水
　
秀
三
郎

健
康
保
険
証
の
存
続
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
陳
情
を
審
査
。

社
会
委
員
会
　
委
員
長
　
高
　
栁
　
博
　
行

常 委 会 査 報任 員 審 告

市内小中学校に設置される大型提示装置を調査

新規道路認定箇所を現地調査

老朽化により故障した温水ヒーターを
現地調査（あいとぴあ臼田）
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令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
等
の
決

算
を
全
て
認
定
し
ま
し
た
。
補
正
予
算
案
に
つ
い
て

も
、
全
議
案
可
決
に
よ
り
、
一
般
会
計
予
算
の
総
額

は
約
502
億
７
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

審
査
に
当
た
り
、
佐
久
平
浅
間
小
学
校
の
教
室
増

設
の
現
状
と
利
用
状
況
、
統
合
さ
れ
た
臼
田
小
学
校

の
新
校
舎
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
現
状
確
認
及
び
給
食
セ

ン
タ
ー
の
利
用
状
況
、
臼
田
運
動
公
園
の
整
備
の
状

況
や
入
澤
の
災
害
復
旧
工
事
現
場
等
の
現
地
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
議
案
に

つ
い
て
は
、
各
分
科
会

に
よ
る
審
査
を
経
て
、

予
算
決
算
委
員
会
に
お

け
る
審
査
結
果
を
本
会

議
で
報
告
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
等
の
決
算
認

定
議
案
の
ほ
か
、
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
、
デ
ジ

タ
ル
人
材
育
成
・
就
労
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関

す
る
委
託
料
の
増
額
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
拠

点
施
設
運
営
に
関
す
る
経
費
等
の
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

令
和
４
年
度
決
算
認
定
12
件
、

令
和
５
年
度
補
正
予
算
案
３
件
に
つ
い
て
審
査

予
算
決
算
委
員
会
　
委
員
長
　
土
　
屋
　
啓
　
子

市民生活に直結する予算を可決しました

予算決算委員会での審査内容を本会議
において報告

佐久平浅間小学校

臼田総合運動公園

臼田小学校

災害復旧・入澤

令和４年度の決算を全て認定しました

児童の増加に対応するための教室等の増築を確認

整備が完了した多目的広場、テニスコートを確認

令和５年４月に開校した臼田小学校の校舎を確認

令和元年東日本台風で被災した入澤区谷川の復旧状況を確認
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決
算
審
査
で
は
、
佐
久
広
域
連
合
成
年
後
見
支
援

セ
ン
タ
ー
運
営
費
負
担
金
に
つ
い
て
、
成
年
後
見
制

度
は
使
い
づ
ら
く
、
要
望
書
の
提
出
が
あ
っ
た
よ
う

に
制
度
そ
の
も
の
に
課
題
が
あ
る
の
で
、
事
業
を
行

う
佐
久
広
域
連
合
も
含
め
改
善
策
を
講
ず
る
よ
う
、

分
科
員
か
ら
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
自
殺
予

防
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
の
自
殺
者
が
全

国
的
に
増
え
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
精
神
面
の
不

安
定
な
部
分
へ
の
懸
念
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会

と
の
連
携
を
図
り
地
区
担
当
保
健
師
が
対
応
し
て
い

る
こ
と
、
さ
ら
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
多

く
の
方
に
目
に
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
相
談
窓
口
の

周
知
に
心
掛
け
て
い
る
こ
と
を
確
認
。

　

予
算
審
査
で
は
、
子
育
て
支
援
短
期
入
所
事
業
委

託
料
に
つ
い
て
、
親
族
が
身
近
に
お
ら
ず
、
児
童
の

養
育
が
困
難
な
場
合
の
一
時
預
か
り
に
関
し
、
今
後

の
利
用
を
、
８
件
で
延
べ
28
泊
を
見
込
み
、
支
援
が

必
要
な
家
庭
や
親
の
病
気
等
で
相
談
の
あ
る
ケ
ー
ス

を
考
慮
し
、
最
長
で
７
泊
が
可
能
な
補
正
予
算
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
福
祉
施
設
事
業
費
の
修

繕
料
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
に
よ
り
故
障
し
た
あ
い

と
ぴ
あ
臼
田
の
温
水
ヒ
ー
タ
ー
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
、
分
科
員
に
よ
る
現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

決
算
認
定
に
関
し
、
企
画
費
の
私
立
大
学
地
方
創

生
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て
、
少
子
化
で
大
学
も
大

変
な
時
代
に
な
り
、
佐
久
大
学
も
新
学
部
に
お
い
て
、

生
徒
が
定
員
の
半
分
程
度
と
い
う
状
況
の
中
、
誘
致

を
し
た
経
過
も
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
協
力
を
し
て
い

る
の
か
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
入
学
者
を
増
や
す
た

め
、
高
校
で
の
進
路
説
明
会
等
に
お
い
て
、
佐
久
大

学
の
説
明
を
増
や
す
よ
う
依
頼
し
て
い
る
と
の
答
弁

が
あ
り
、
分
科
員
か
ら
は
、
市
と
し
て
も
広
報
広
聴

課
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
と
連
携
し
て
、

大
学
の
ア
ピ
ー
ル
が
で
き
る
よ
う
検
討
を
要
望
し
ま

し
た
。

　

補
正
予
算
に
関
し
て
は
、
情
報
化
推
進
費
の
デ
ジ

タ
ル
人
材
・
就
労
支
援
対
策
業
務
委
託
料
の
増
額
に

つ
い
て
、
今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
の
来
年
度
以

降
の
参
加
に
つ
な
げ
る
た
め
の
企
画
や
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
す
る
た
め
で
あ
る
こ
と
を
確
認
。
分
科
員
よ
り

具
体
的
な
企
画
が
あ
る
か
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
参
加

で
き
な
か
っ
た
方

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
維
持
す
る
た

め
、
今
回
受
講
さ

れ
て
い
る
方
と
の

意
見
交
換
を
企
画

し
て
い
く
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

総
務
文
教
分
科
会
　
分
科
会
長
　
小
　
林
　
歳
　
春

社
会
分
科
会
　
分
科
会
長
　
高
　
栁
　
博
　
行

決算認定・補正予算案については、３つの分科会に
おいて、より詳細な審査を行いました。

　

決
算
認
定
６
件
、
予
算
案
３
件
に
つ
い
て
審
査
を

行
い
ま
し
た
。
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
積
立
金
に
つ

い
て
、
残
高
が
約
１
億
円
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

「
こ
れ
ま
で
林
道
整
備
や
林
道
台
帳
作
成
業
務
に
充

て
て
き
た
。
現
在
、
望
月
大
木
地
区
を
モ
デ
ル
地
区

と
し
て
森
林
調
査
を
行
い
、
ど
の
く
ら
い
の
木
材
資

源
が
あ
る
か
を
把
握
し
て
い
る
。
今
後
は
、
当
該
地

の
森
林
整
備
を
発
注
し
て
い
く
と
と
も
に
、
順
次
市

内
の
森
林
整
備
に
活
用
し
て
い
き
た
い
」
と
の
説
明

が
あ
り
、
分
科
員
か
ら
は
、「
森
林
整
備
は
河
川
整

備
と
同
じ
く
ら
い
重
要
で
あ
る
。
積
立
金
を
多
く
積

ん
で
一
気
に
使
う
の
で
は
な
く
、
で
き
る
だ
け
早
く

森
林
整
備
に
入
れ
る
よ
う
に
、
計
画
的
に
使
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

予
算
案
に
つ
い
て
は
、
交
通
安
全
対
策
事
業
費
な

ど
を
審
査
し
、
分
科
員
か
ら
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

被
っ
て
い
る
高
校
生
の
姿
を
あ
ま
り
見
な
い
現
状

の
中
、
利
用
者
側
の

気
持
ち
も
聞
く
中
で
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が

広
が
っ
て
い
く
よ
う

取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
の
要
望
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

経
済
建
設
分
科
会
　
分
科
会
長
　
清
　
水
　
秀
三
郎

佐久消防署訓練塔における署員の訓練
状況を確認

常和区の田子川の改良復旧状況を確認
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16名の議員が市政を問いました

●一般質問の紙面は、質問した議員個々の責任で編集しております。ご不明な
点は、議員にお尋ねください。また、正式な記録は会議録でご覧ください。

●佐久ケーブルテレビやインターネットによる動画配信を行っていますので
是非ご覧ください。

一般質問とは
　議員がその属する地方公共団体の行政全般にわたり、執行機関に対し
事務の執行状況及び将来に対する方針等について所信を質し、あるいは報告、説明を
求め又は疑問を質すことをいいます。

一 般 質 問

ひとくち
メモ

ひとくち
メモ

動画配信　QRコード

都
市
公
園
に
つ
い
て

地
域
介
護
予
防
指
導
者
の
育
成
に
つ
い
て

 　

今
後
新
規
に
都
市
公
園
を
整
備
す

る
可
能
性
に
つ
い
て
。

 　

都
市
公
園
を
新
規
に
整
備
す
る
と

な
る
と
、
土
地
の
確
保
や
財
源
が
必

要
で
あ
る
。
国
の
補
助
金
に
よ
り
都

市
公
園
を
新
規
に
整
備
す
る
と
な
る

と
、
市
民
一
人
当
た
り
10
平
方
メ
ー

ト
ル
未
満
で
あ
る
こ
と
が
採
択
条
件

で
あ
る
が
、
佐
久
市
で
は
現
在
一
人

当
た
り
10
・
64
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ

り
条
件
を
超
え
て
い
る
。
新
規
に
公

園
を
整
備
す
る
と
な
る
と
一
般
財
源

の
確
保
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　
　
　

国
が
異
次
元
の
子
育
て
支
援
を
掲

げ
る
中
で
、
子
育
て
環
境
に
お
い
て

公
園
整
備
は
と
て
も
重
要
な
施
策
な

の
で
、
今
後
の
国
の
動
向
を
注
視
す

る
と
と
も
に
、
公
園
整
備
に
必
要
な

財
源
に
つ
い
て
も
機
会
あ
る
ご
と
に

国
へ
要
望
し
て
い
く
。

 　
地
域
介
護
予
防
指
導
者
の
育
成
に

つ
い
て
。

 　

市
は
高
齢
者
に
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
介
護
予
防
指
導
者
を
育
成

し
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や

地
域
介
護
予
防
活
動
の
充
実
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

育
成
に
際
し
て
は
、
お
達
者
応

援
団
育
成
塾
の
８
回
、
更
に
学
べ
る

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座
の
７
回
が
あ
る
。

修
了
生
の
中
に
は
地
区
サ
ロ
ン
の
世

話
人
や
介
護
予
防
教
室
を
開
催
す
る

な
ど
地
域
で
活
躍
す
る
者
も
い
る
。

市
で
は
こ
れ
か
ら
も
地
域
介
護
予
防

指
導
者
の
育
成
に
取
り
組
み
、
多
く

の
方
へ
介
護
予
防
の
普
及
、
啓
発
を

行
っ
て
い
く
。

小
こばやし

林　英
ひであき

朗
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清
し み ず

水 秀
ひでさぶろう

三郎

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
現
況
に
つ
い
て

市
内
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
現
況
に
つ
い
て

 　
５
類
感
染
症
移
行
後
の
佐
久
保
健

所
管
内
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
現
況
に
つ
い
て
。

 　

現
在
、
感
染
者
数
に
関
し
て
は
、

佐
久
保
健
所
管
内
８
か
所
の
医
療
機

関
の
報
告
を
も
と
に
一
週
間
ご
と
に

公
表
す
る
定
点
把
握
へ
と
変
更
さ
れ

た
。
お
盆
明
け
以
降
2.2
倍
に
な
っ
て

か
ら
ほ
ぼ
横
ば
い
。
市
内
各
施
設
の

感
染
対
策
の
現
況
に
つ
い
て
は
、
個

人
の
主
体
的
な
選
択
を
尊
重
し
個
人

や
事
業
者
の
判
断
に
委
ね
て
い
る
が
、

重
症
化
し
や
す
い
方
が
大
勢
い
る
施

設
に
お
い
て
は
そ
の
特
性
等
に
応
じ
、

感
染
対
策
を
続
け
て
い
る
。
一
般
に

マ
ス
ク
の
着
用
が
推
奨
さ
れ
る
場
面

で
は
市
も
推
奨
す
る
。

 　
市
内
に
お
け
る
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の

現
況
に
つ
い
て
。

 　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
ク
マ

の
出
没
情
報
を
掲
載
、
更
新
し
て
い

が
、
こ
の
出
没
情
報
は
シ
カ
等
の
捕

獲
ワ
ナ
に
誤
っ
て
ク
マ
が
か
か
っ
て

し
ま
っ
た
錯
誤
捕
獲
の
場
合
と
、
実

際
に
ク
マ
を
見
か
け
た
と
い
う
情
報

に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
る
。
直
近
３

年
間
と
今
年
度
の
出
没
状
況
に
つ
い

て
は
令
和
２
年
度
が
26
件
、
令
和
３

年
度
が
27
件
、
令
和
４
年
度
が
29
件

で
あ
り
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
８
月

末
日
現
在
18
件
の
出
没
と
な
っ
て
い

る
。
人
の
往
来
、
住
宅
が
現
場
に
近

接
し
て
い
る
等
、
ク
マ
の
出
没
に
よ

り
人
身
被
害
が
想
定
さ
れ
る
場
合
は
、

県
と
協
議
し
県
の
許
可
の
も
と
佐
久

市
猟
友
会
と
連
携
し
、
捕
獲
檻
に
よ

る
捕
獲
後
、
銃
に
よ
る
殺
処
分
の
対

応
を
す
る
。

内
ないとう

藤　祐
ゆ う こ

子

千
曲
川
流
域
治
水
・
生
活
保
護
制
度
を
当
た

り
前
の
権
利
に
・
就
学
援
助
制
度
拡
充
を

◆
多
面
的
、
総
合
的
な
治
水
対
策
を

 　
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
で
取
り
組
む
流

域
治
水
方
針
が
出
さ
れ
て
い
る
。
佐

久
市
は
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

 　

公
共
施
設
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
設

置
や
た
め
池
の
活
用
等
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

 　
桜
井
遊
水
地
水
理
模
型
実
験
で
は

満
水
ま
で
６
時
間
と
あ
る
が
、
こ
れ

ま
で
の
説
明
と
異
な
る
。
認
識
は
。

 　

越
流
堤
の
改
良
で
、
２
時
間
の
差
、

疑
問
を
呈
す
る
も
の
で
は
な
い
。
近

日
中
に
次
の
実
験
動
画
を
佐
久
建
設

事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
予
定
。

 　
「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」
は
取
組
で
あ
っ
て

施
設
で
は
な
い
。
国
の「
手
引
き
」を

参
考
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

 　

有
効
な
手
段
と
は
思
う
が
、
先
進

地
等
の
情
報
収
集
に
努
め
る
。

◆
生
活
保
護
申
請
を
た
め
ら
わ
ず
相
談
で

き
る
よ
う
に

 　
コ
ロ
ナ
を
経
て
も
生
活
保
護
被
保

護
世
帯
は
増
え
て
い
な
い
。
な
ぜ
申

請
を
た
め
ら
う
と
考
え
る
か
。

 　

知
ら
れ
た
く
な
い
、
資
産
活
用
に

抵
抗
が
あ
る
等
の
意
見
は
聞
い
て
い
る
。

 　
全
国
保
護
率
で
長
野
県
は
下
か
ら

２
位
。
そ
の
県
内
で
佐
久
市
は
更
に

低
い
。
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
、
し
お

り
等
を
、
ま
ず
は
カ
ラ
ッ
と
明
る
く

改
善
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 　

効
果
的
な
方
法
を
検
討
す
る
。

◆
就
学
援
助
充
実
を

 　
就
学
援
助
給
食
費
８
割
に
留
ま
っ

て
い
る
の
は
19
市
中
２
市
（
佐
久
市

と
塩
尻
市
）
10
割
に
す
べ
き
で
は
。

 　

現
時
点
で
考
え
て
い
な
い
。

 　
佐
久
市
は
県
内
最
低
の
認
識
か
。

 　

評
価
は
市
民
が
す
る
こ
と
。全国に広がる生活保護申請を後押し

するポスター
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春
日
温
泉
に
つ
い
て
・
佐
久
市
に
お
け
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
活
用
に
つ
い
て

 　
春
日
温
泉
活
性
化
基
本
構
想
策
定

の
経
過
に
つ
い
て
。

 　

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
も
ち
づ
き

荘
と
源
泉
加
温
施
設
に
つ
い
て
、
各

施
設
へ
供
給
す
る
た
め
の
共
同
加
熱

セ
ン
タ
ー
の
改
修
計
画
の
策
定
に
併

せ
、
春
日
温
泉
全
体
の
活
性
化
を
図

る
た
め
の
基
本
構
想
の
策
定
業
務
に

つ
い
て
、
令
和
４
年
度
に
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
者
へ
委
託
し
て
い
る
。

 　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
地
元
の
関
係

者
と
の
話
合
い
は
十
分
に
さ
れ
た
か
。

 　

春
日
温
泉
観
光
協
力
会
等
の
皆
様

と
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
を
交
え
３

回
の
検
討
会
を
実
施
し
た
。
今
後

も
意
見
交
換
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

 　
市
と
し
て
の
今
後
の
春
日
温
泉
の

構
想
の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

 　

春
日
温
泉
が
多
く
の
皆
様
に
親
し

ま
れ
、
訪
れ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
り
意
見
等
参
考
に
、

よ
り
良
い
構
想
と
な
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
。

 　
佐
久
市
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

　
　
ン
教
室
の
開
催
方
法
に
つ
い
て
。

 　

教
室
の
内
容
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
方
で
も

受
講
可
能
な
レ
ベ
ル
と
し
て
お
り
、

一
人
一
人
丁
寧
な
対
応
が
取
れ
る
よ

う
、
各
講
座
の
定
員
は
８
名
と
し
て

い
る
。
講
座
の
周
知
に
つ
い
て
は
、

広
報
佐
久
に
募
集
記
事
を
掲
載
し

て
お
り
、
電
話
に
よ
る
申
込
み
と
し

て
い
る
。

大
おおつか

塚　雄
ゆういち

一
今後の構想が期待される春日温泉

令
和
５
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結

果
の
活
用
に
つ
い
て

 　

当
市
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
。

 　

小
学
校
６
年
生
は
、
国
語
、
算
数

と
も
に
全
国
・
県
と
比
べ
て
ほ
ぼ
同

水
準
で
あ
っ
た
。
中
学
校
３
年
生
は
、

全
国
・
県
と
比
べ
数
学
は
、
ほ
ぼ
同

水
準
だ
っ
た
が
、
国
語
、
英
語
は
や

や
下
回
る
結
果
で
あ
っ
た
。

 　

調
査
結
果
の
課
題
克
服
に
向
け
た

教
育
委
員
会
の
対
応
は
。

 　

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
課
題
と
、
そ

れ
に
対
す
る
具
体
的
な
対
策
案
を
全

て
の
校
長
が
発
表
し
、
そ
の
効
果
も

含
め
話
し
合
い
授
業
改
善
に
つ
な
げ

て
い
く
予
定
だ
。
さ
ら
に
、
今
回
の

調
査
結
果
を
踏
ま
え
授
業
改
善
を
中

心
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
中
学
校

主
任
研
究
会
」
を
通
じ
、
佐
久
市
全

体
の
分
析
結
果
や
各
校
の
分
析
結
果

を
も
と
に
教
員
間
の
情
報
共
有
を
深

め
、
授
業
改
善
を
進
め
課
題
解
決
に

取
り
組
む
。

 　

当
市
に
お
け
る
英
語
教
育
の
課
題

に
つ
い
て
は
。

 　

子
ど
も
た
ち
が
自
然
に
英
語
に
触

　
　

れ
る
機
会
が
少
な
い
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
来

日
し
た
ば
か
り
で
、
指
導
経
験
が
不

足
し
て
い
る
、
英
語
専
科
の
小
中
の

連
携
の
難
し
さ
な
ど
課
題
が
挙
げ
ら

れ
る
が
、
英
語
教
育
施
策
の
立
案
を

様
々
な
立
場
の
方
々
と
意
見
交
換
を

し
て
実
践
し
て
い
く
。

 　

分
析
結
果
の
公
表
に
お
け
る
グ
ラ

フ
化
に
つ
い
て
は
。

 　

分
析
結
果
に
つ
い
て
は
、
今
後
更

に
分
析
を
進
め
、
来
月
中
に
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
予
定
で

あ
る
が
、
見
や
す
さ
や
、
分
か
り
や

す
さ
に
も
配
慮
し
た
い
。

高
たかやなぎ

栁　博
ひろゆき

行
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浅
間
総
合
病
院
の
医
療
安
全
対
策
と
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
病
床
確
保
料
に
つ
い
て

 　
医
療
安
全
対
策
の
取
組
に
つ
い
て
。

 　

医
療
事
故
等
の
イ
ン
シ
デ
ン
ト
・

ア
ク
シ
デ
ン
ト
は
、
国
の
業
務
指
針

と
病
院
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
対

応
し
て
い
る
。
件
数
は
、
イ
ン
シ
デ

ン
ト
・
ア
ク
シ
デ
ン
ト
そ
れ
ぞ
れ
、

令
和
2
年
度
768
件
・
4
件
。
令
和
3

年
度
864
件
・
3
件
。
令
和
4
年
度
832

件
・
9
件
と
な
っ
て
い
る
。
対
策
事

例
で
は
、
玄
関
入
口
の
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
の
上
り
口
下
り
口
に
転
倒
事
故

を
防
ぐ
た
め
の
ポ
ー
ル
の
設
置
や
、

検
査
室
の
更
衣
室
の
カ
ー
テ
ン
の
色

を
最
適
化
し
、
間
違
え
を
防
ぐ
な
ど

に
よ
り
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

 　
病
床
確
保
料
の
実
績
に
つ
い
て
。

 　

病
床
確
保
料
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
患

者
受
入
病
床
と
、
そ
の
た
め
に
休

止
し
た
病
床
に
対
す
る
国
の
補
助

金
制
度
。
令
和
2
年
4
月
よ
り
交

付
を
受
け
て
お
り
、
令
和
2
年
度

が
1
億
775
万
円
、
令
和
３
年
度
が

９
２
３
０
万
円
、
令
和
４
年
度
が

２
億
８
９
５
３
万
円
。
病
床
確
保
料

を
含
む
コ
ロ
ナ
関
連
補
助
金
の
実
績

は
、
令
和
２
年
度
が
２
億
110
万
円
、

令
和
３
年
度
が
２
億
３
４
４
４
万
円
、

令
和
４
年
度
が
２
億
９
６
１
０
万
円

と
な
っ
て
い
る
。
別
棟
の
廃
止
病
棟

に
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
受
入
病
床

を
設
置
し
た
。
一
般
病
棟
に
受
入
病

床
と
多
く
の
休
止
病
床
を
設
置
し
た

他
の
病
院
と
比
べ
、
補
助
金
額
の
実

績
が
少
な
い
状
況
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ

感
染
症
患
者
の
受
入
れ
は
、
発
熱

外
来
、
入
院
そ
れ
ぞ
れ
、
令
和
２

年
度
909
名
、
174
名
。
令
和
３
年
度

２
９
３
４
名
、
619
名
。
令
和
４
年
度

５
８
７
８
、
名
１
３
１
０
名
。

木
き う ち

内　義
よしはる

春

令
和
元
年
東
日
本
台
風（
台
風
19
号
）災
害

の
復
旧
状
況
に
つ
い
て

 　

台
風
19
号
災
害
の
復
旧
状
況
に
つ

い
て
、
被
災
箇
所
数
と
復
旧
状
況
に

つ
い
て
。

 　

県
が
管
理
す
る
一
級
河
川
の
被
災

箇
所
は
、
181
箇
所
中
８
月
31
日
時
点

で
施
工
中
の
改
良
復
旧
工
事
を
伴
う

滑
津
川
・
谷
川
・
田
子
川
等
７
箇
所

を
除
く
174
箇
所
で
あ
り
、
173
箇
所
の

復
旧
が
完
了
し
て
い
る
。
市
が
管
理

し
て
い
る
河
川
に
つ
い
て
は
215
箇
所

あ
り
、
昨
年
度
中
に
全
て
完
了
。

 　
田
子
川
の
改
良
復
旧
工
事
が
遅
れ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
田
子
川
・
谷
川

の
事
業
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
。

 　

田
子
川
に
つ
い
て
は
８
月
末
現
在

護
岸
の
整
備
延
長
１
・
95
㎞
の
う
ち

1.3 

㎞
が
完
了
。
架
け
替
え
橋
梁
７

橋
の
う
ち
、
２
橋
が
完
了
し
て
い
る
。

一
方
、
建
物
等
の
移
転
や
用
地
取
得

が
完
了
し
て
お
ら
ず
未
着
手
の
部
分

が
あ
る
。
引
き
続
き
、
地
権
者
等
と

交
渉
を
進
め
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

作
業
員
を
増
員
し
た
り
、
作
業
効
率

を
上
げ
る
た
め
、
両
岸
を
同
時
施
工

す
る
こ
と
で
今
年
度
内
の
完
成
を
目

指
し
て
い
る
。

　
　
　

谷
川
に
つ
い
て
は
約

1.5 
㎞
の
う
ち

1.4 

㎞
が
完
了
。
架
け
替
え
橋
梁
４
橋

の
う
ち
、
２
橋
が
完
了
。

 　
田
子
川
・
谷
川
・
滑
津
川
・
志
賀

川
の
土
砂
堆
積
、
草
の
繁
茂
が
特
に

目
立
つ
が
、
し
ゅ
ん
せ
つ
に
つ
い
て
。

 　

田
子
川
・
谷
川
の
し
ゅ
ん
せ
つ
実

績
は
な
い
。
滑
津
川
の
実
績
約
3.1  

㎞
。
今
年
度
の
予
定
は
な
い
。
志
賀

川
は
実
績
約
3.3 

㎞
。
今
年
度
は
平
賀

地
区
、
志
賀
地
区
の
一
部
で
発
注
予

定
を
し
て
お
り
、
実
施
箇
所
の
選
定

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

土
つ ち や

屋　啓
ひ ろ こ

子

志
賀
川
　
瀬
戸
付
近

滑
津
川
　
平
賀
付
近

市民の健康を守る浅間総合病院
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熱
中
症
か
ら
児
童
を
守
る
対
応
を

誰
も
が
確
実
に
避
難
で
き
る
計
画
を

◆
記
録
的
な
猛
暑
が
続
く
中
で
、
熱
中
症

か
ら
児
童
を
守
る
対
応
を

 　
炎
天
下
、
下
校
す
る
児
童
へ
の
対

策
は
。

 　

水
筒
の
持
参
、
通
気
性
の
良
い
服

装
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
帽
子
に
変
更
等
、

ま
た
、
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
時
等

は
、
下
校
の
時
間
を
遅
ら
せ
る
等
の

対
策
を
講
ず
る
よ
う
各
学
校
に
指
示

し
て
い
る
。

 　

熱
中
症
対
策
と
し
て
、
冷
感
タ
オ

ル
や
ラ
ン
ド
セ
ル
用
の
保
冷
パ
ッ
ド

を
配
布
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

 　

総
括
す
る
中
で
、
適
切
に
判
断
し

て
い
く
。

 　

児
童
館
の
エ
ア
コ
ン
の
温
度
設
定

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

 　

28
℃
設
定
を
基
本
に
、
状
況
判
断

を
館
長
が
行
い
、
温
度
設
定
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

 　

今
後
、
猛
暑
日
に
児
童
館
で
ど
の

よ
う
な
対
策
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

 　

本
年
度
４
館
で
新
た
に
冷
風
機
を

設
置
し
た
。
引
き
続
き
暑
さ
対
策
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

◆
災
害
時
、
誰
も
が
確
実
に
避
難
で
き
る

計
画
を
目
指
し
て

 　

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
で
避
難

が
困
難
な
「
避
難
行
動
要
支
援
者
」

の
「
個
別
避
難
計
画
」
の
現
状
と
今

後
の
予
定
は
。

 　

令
和
４
年
度
に
５
区
、
本
年
度
は

46
区
の
作
成
に
着
手
し
て
お
り
、
来

年
度
か
ら
は
、
全
区
の
作
成
に
着
手

し
、
令
和
７
年
度
完
成
を
目
標
に

「
福
祉
避
難
所
」
の
即
時
開
設
、
直

接
避
難
が
で
き
る
よ
う
に
調
整
を

図
っ
て
い
る
。

三
みついし

石　知
さ と し

志

子
ど
も
食
堂
に
関
し
て
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し
て

◆
子
ど
も
食
堂
に
関
し
て

 　

子
ど
も
食
堂
に
対
す
る
市
の
支
援

策
は
な
い
の
か
。

 　

運
営
資
金
に
関
し
て
の
助
成
は
ま

ず
は
県
で
、
必
要
な
人
へ
の
周
知
は

市
の
務
め
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は

活
動
の
際
の
公
共
施
設
の
利
用
料
減

免
や
、
行
事
の
後
援
に
関
し
て
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
関
連

 　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
お
け

る
健
康
被
害
救
剤
制
度
の
申
請
件
数
。

 　

健
康
被
害
救
済
制
度
は
副
反
応
に

よ
る
健
康
被
害
が
予
防
接
種
に
よ
る

も
の
で
あ
る
と
厚
生
労
働
大
臣
が
認

定
し
た
方
に
対
し
、
救
済
を
行
う
制

度
で
あ
る
。
８
月
末
日
現
在
で
県
内

は
149
件
、
当
市
は
3
件
で
あ
る
。

 　

今
ま
で
の
接
種
に
お
け
る
使
用
ワ

ク
チ
ン
と
今
回
世
界
で
初
め
て
人
体

へ
接
種
す
る
こ
と
に
な
る
秋
冬
接
種

の
使
用
ワ
ク
チ
ン
の
違
い
に
関
し
て
。

 　

初
回
は
、
武
漢
株
に
対
応
し
た
ワ

ク
チ
ン
で
ト
ジ
ナ
メ
ラ
ン
を
含
む
。

そ
の
後
の
追
加
接
種
、
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
対
応
の
２
価
ワ
ク
チ
ン
は
従
来
ワ

ク
チ
ン
と
同
成
分
、
そ
れ
に
加
え
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
BA
１
、
BA 

4-5
系
統
に
対

応
し
た
リ
ル
ト
ジ
ナ
メ
ラ
ン
、
フ
ァ

ム
ト
ジ
ナ
メ
ラ
ン
を
含
む
。
今
回
の
、

XBB
１
系
統
の
１
価
ワ
ク
チ
ン
は
ト
ジ

ナ
メ
ラ
ン
を
含
む
も
の
で
あ
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
Ａ
Ｃ
Ｐ（
人
生
会
議
）の
普
及
に
つ
い
て

・
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
推
進
に
関
し
て 加

か と う

藤 夕
ゆ き こ

紀子

予防接種健康被害救済制度の認定数の比較

データ元：厚生労働省（2023年８月31日）発表

過去44年間の全ての
ワクチン被害認定

コロナワクチン被害
認定

統計期間 S52.2～R3.12 R3.12～

総認定数 3,522件 4,098件
（R5.8.31時点）

死亡認定数 151件 210件
（R5.8.31時点）
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果
樹
凍
霜
害
の
支
援
に
つ
い
て

浅
科
診
療
所
内
の
歯
科
の
再
開
を

◆
果
樹
凍
霜
害
の
支
援
に
つ
い
て

 　

防
霜
フ
ァ
ン
を
設
置
し
て
あ
っ
て

も
、
プ
ル
ー
ン
は
全
滅
、
り
ん
ご
は

８
割
被
害
な
ど
が
あ
り
、
農
家
は
大

変
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
る
。
立
科

町
の
果
樹
凍
霜
害
支
援
事
業
を
参
考

に
、
佐
久
市
独
自
の
支
援
を
で
き
な

い
か
。

 　

今
回
の
凍
霜
害
は
、
度
重
な
る
低

温
が
続
い
た
こ
と
で
被
害
が
拡
大
し

た
。
市
と
し
て
は
、
現
在
、
県
が
検

討
し
て
い
る
支
援
策
の
内
容
を
把
握

し
た
上
で
、
支
援
策
を
検
討
す
る
。

 　

防
霜
フ
ァ
ン
設
置
に
は
国
が
50
％

の
補
助
を
し
て
い
る
が
、
県
に
も
補

助
を
要
望
で
き
な
い
か
。

 　

市
と
し
て
も
県
に
要
望
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

◆
浅
科
診
療
所
内
の
歯
科
の
再
開
を

 　

浅
科
診
療
所
で
は
、
佐
久
総
合
病

院
と
浅
間
総
合
病
院
の
医
師
が
内
科

と
整
形
外
科
の
診
療
を
行
っ
て
い
る
。

２
年
前
ま
で
は
、
浅
科
の
歯
科
医
師

が
診
療
所
の
一
室
を
借
り
て
、
診
療

を
行
っ
て
い
た
が
、
医
師
が
亡
く

な
っ
て
か
ら
閉
院
と
な
っ
て
い
る
。

高
齢
者
の
方
は
、
よ
り
近
い
浅
科
診

療
所
内
に
歯
科
が
再
開
さ
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。
再
開
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

 　

歯
科
診
療
室
内
の
機
器
が
残
っ
た

ま
ま
の
状
態
で
あ
る
。
現
在
、
原
状

回
復
に
向
け
歯
科
医
師
の
弁
護
士
が

手
続
を
進
め
て
い
る
。
現
時
点
で
は

歯
科
医
院
の
開
設
は
考
え
て
い
な
い

が
、
原
状
回
復
後
の
診
療
室
の
利
用

に
つ
い
て
関
係
部
署
と
検
討
す
る
。 小

こばやし

林　松
ま つ こ

子

帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の

助
成
に
つ
い
て

 　

市
の
帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
用
の
助
成
導
入
の
予
定
に
つ

い
て
。

 　

ワ
ク
チ
ン
は
現
在
２
種
類
が
薬
事

承
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
つ
で
あ

る
シ
ン
グ
リ
ッ
ク
ス
と
呼
ば
れ
る
ワ

ク
チ
ン
は
、
効
果
が
高
い
反
面
、
接

種
費
用
は
高
額
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
関
係
学
会
や
市
長
会
等

を
通
じ
、
佐
久
市
で
も
国
へ
定
期
接

種
化
へ
の
要
望
を
行
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
助
成
制
度
を

導
入
す
る
こ
と
は
、
慎
重
に
対
応
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
ま

た
、
限
り
あ
る
財
源
の
も
と
、
単
な

る
経
済
的
支
援
で
は
な
く
、
市
と
し

て
積
極
的
に
関
わ
り
推
奨
し
誘
導
す

べ
き
事
案
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
に

当
た
り
、
優
先
度
が
高
い
「
ウ
イ
ル

ス
の
ま
ん
延
防
止
」
か
「
個
人
の
重

症
化
予
防
」
か
の
観
点
か
ら
す
る
と

帯
状
疱
疹
は
後
者
に
当
た
る
と
考
え

ら
れ
、
加
え
て
仮
に
助
成
制
度
を
導

入
し
た
場
合
、
２
種
類
の
ワ
ク
チ
ン

の
価
格
帯
に
つ
い
て
は
幅
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
助
成
を
す
る
こ
と
に
よ
り

高
い
ワ
ク
チ
ン
へ
の
誘
導
に
つ
な
が

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
も
現
時
点
で

独
自
の
接
種
費
用
の
助
成
は
予
定
し

て
い
な
い
が
、
全
国
的
に
は
い
く
つ

か
の
自
治
体
に
お
い
て
独
自
の
費
用

助
成
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
る
。
引
き
続
き
帯
状
疱
疹
ワ

ク
チ
ン
の
早
期
定
期
接
種
化
を
、
市

長
会
等
を
通
じ
国
に
対
し
て
要
望
す

る
と
と
も
に
、
県
や
県
内
他
市
の
動

向
に
つ
い
て
も
注
視
し
て
い
き
た
い
。

渡
わたなべ

辺　康
やすのり

徳

令和５年度　果樹凍霜害支援の状況
2023年９月11日現在

データ元：新聞報道と当該議会議員への聞き取りにより本人作成

被害額 支援内容 補正予算額 補正予算提出
議会

立科町 １億5,316万円 防除用薬剤費
助成 2,300万円 ９月議会

佐久穂町 3,741万円 燃焼資材等
補助 17万5千円 ６月議会

小諸市 5,938万円 消毒代助成 130万円 ６月議会

佐久市 １億3,045万円
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佐
久
平
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て

駒
場
公
園
プ
ー
ル
に
つ
い
て

◆
佐
久
平
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て

 　
参
加
者
の
応
募
状
況
は
。

 　

市
内
916
名
、
市
内
を
除
く
県
内

１
１
０
５
名
、
県
外
は
１
３
６
２
名
。

ハ
ー
フ
に
２
３
２
２
名
、
５
㎞
に
550

名
、
1.5
㎞
に
511
名
。
定
員
４
０
０
０

名
に
対
し
約
85
％
の
参
加
申
込
み
。

 　
コ
ー
ス
沿
線
区
へ
の
説
明
は
。　

 　

区
長
会
へ
の
説
明
と
、
当
日
は
交

通
規
制
に
伴
い
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
こ
と
か
ら
、
交
通
規
制
に
関
す
る

情
報
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
各
戸
へ

の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
等
で
届
け
る
。

 　
大
会
の
盛
り
上
げ
に
つ
い
て
。

 　

和
太
鼓
演
奏
や
、
バ
ル
ー
ン
の
係

留
、
チ
ア
ダ
ン
ス
等
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
予
定
し
て
い
る
。

◆
駒
場
公
園
プ
ー
ル
に
つ
い
て

 　
公
園
プ
ー
ル
の
経
緯
に
つ
い
て
。

 　

昭
和
57
年
に
県
が
芸
術
・
文
化
の

振
興
を
図
る
目
的
で
開
園
す
る
際
に

設
置
し
た
施
設
。
平
成
16
年
に
県
よ

り
創
造
館
を
除
く
施
設
に
つ
い
て
市

へ
移
管
し
た
い
と
の
申
入
れ
が
あ
り

大
規
模
改
修
工
事
を
経
て
平
成
25
年

に
市
へ
移
管
さ
れ
た
。

 　
今
後
の
運
営
の
在
り
方
は
。

 　

近
隣
地
域
で
は
プ
ー
ル
を
廃
止
す

る
自
治
体
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
外

か
ら
駒
場
公
園
プ
ー
ル
を
利
用
す
る

方
も
い
る
た
め
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て

い
る
と
考
え
る
。
利
用
状
況
を
確
認

し
計
画
的
な
修
繕
に
努
め
、
継
続
的

な
運
営
に
つ
な
げ
て
い
く
。
プ
ー
ル

内
の
防
水
シ
ー
ト
の
改
修
は
、
令
和

６
年
度
に
実
施
で
き
る
よ
う
庁
内
担

当
課
と
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

小
こばやし

林　歳
としはる

春

運
動
あ
そ
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
継
続

無
添
加
石
け
ん
の
使
用
の
検
討
を
！

◆
園
児
の
体
力
向
上
に
つ
い
て

 　

体
力
向
上
の
た
め
に
保
育
所
で

行
っ
て
い
る
運
動
あ
そ
び
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
体
を

動
か
し
体
を
鍛
え
な
が
ら
、
小
さ
な

成
功
体
験
か
ら
自
己
肯
定
感
や
協
調

性
な
ど
を
育
み
、
脳
の
活
性
化
も
で

き
る
も
の
だ
が
、
現
在
の
取
組
は
。

 　

運
動
保
育
士
に
よ
り
年
１
回
各
施

設
に
て
現
地
指
導
と
、
年
１
回
全
体

研
修
会
を
実
施
し
て
い
る
。

 　

保
育
士
の
学
ぶ
機
会
確
保
の
た
め
、

講
師
派
遣
の
回
数
を
増
や
す
べ
き
と

思
う
が
、
今
後
の
取
組
は
。

 　

運
動
あ
そ
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
有
効

性
は
認
識
し
て
い
る
の
で
、
継
続
し

て
い
き
た
い
。
保
育
士
の
研
修
機
会

は
重
要
と
い
う
声
も
あ
る
た
め
講
師

派
遣
の
回
数
も
含
め
て
検
討
す
る
。

◆
小
中
学
校
で
使
用
す
る
石
け
ん
に
つ

い
て

 　

学
校
で
使
用
す
る
石
け
ん
は
化
学

物
質
過
敏
症
の
児
童
生
徒
や
、
合
成

界
面
活
性
剤
不
使
用
な
ど
環
境
に
配

慮
し
た
も
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
る

が
、
ど
の
よ
う
に
選
定
し
て
い
る
か
。

 　

化
学
物
質
過
敏
症
に
つ
い
て
は
、

ポ
ス
タ
ー
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
周
知

し
て
い
る
の
で
、
各
学
校
で
一
定
の

配
慮
は
行
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

 　

化
学
物
質
過
敏
症
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
た
り
、
環
境
負
荷
軽
減

の
た
め
に
廃
油
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て

石
け
ん
を
作
っ
て
使
う
自
治
体
も
あ

る
。
石
け
ん
購
入
の
基
準
を
検
討
で

き
な
い
か
。

 　

基
準
に
は
科
学
的
根
拠
が
必
要
で

あ
り
、
一
般
に
販
売
し
て
い
る
も
の

に
制
限
を
か
け
る
の
も
難
し
い
。

吉
よしかわ

川　友
と も こ

子
運動あそびプログラムの様子
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佐
久
市
の
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

 　

発
達
障
が
い
に
つ
い
て
、
学
校
の

全
教
職
員
の
意
識
向
上
や
情
報
共
有

を
行
う
た
め
の
取
組
は
。

 　

年
度
の
前
に
支
援
が
必
要
な
子
の

特
性
を
共
有
。
校
内
支
援
委
員
会
を

適
宜
開
き
、
そ
の
子
の
状
況
を
全
職

員
で
共
有
し
て
対
応
し
て
い
る
。

 　
当
事
者
だ
け
で
な
く
、
他
の
保
護

者
に
も
発
達
障
が
い
に
関
す
る
基
礎

知
識
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切

だ
と
思
う
が
、
取
組
は
。

 　

例
え
ば
、
そ
の
子
に
配
慮
し
つ
つ

も
ほ
か
の
子
に
不
公
平
感
を
感
じ
さ

せ
な
い
よ
う
、
本
人
ら
の
同
意
を
得

た
上
で
事
前
に
周
り
の
子
や
保
護
者

に
理
由
も
含
め
て
対
応
方
針
を
説
明

す
る
な
ど
し
て
い
る
。

 　
支
援
の
第
一
歩
と
な
る
個
別

指
導
計
画
が
保
護
者
に
認
知
、

共
有
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が

あ
る
が
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い

る
か
。
ま
た
現
状
把
握
の
た
め

の
調
査
を
す
べ
き
で
は
。

 　

保
護
者
や
本
人
の
願
い
、
視

　
　

点
を
踏
ま
え
て
作
り
、
見
直
す
べ
き

計
画
。
適
切
に
作
り
積
極
活
用
す
る

よ
う
各
校
に
指
導
し
て
い
る
。
現
場

で
は
そ
の
よ
う
に
作
成
さ
れ
て
い

る
と
理
解
し
て
お
り
、
改
め
て
確
認

し
た
い
。

 　
個
別
指
導
計
画
や
支
援
会
議
、
特

別
児
童
扶
養
手
当
な
ど
に
つ
い
て
、

特
別
支
援
学
級
の
保
護
者
が
知
っ
て

お
く
べ
き
こ
と
を
知
ら
な
い
ケ
ー
ス

が
あ
る
。
特
別
支
援
学
級
の
全
保
護

者
に
必
要
な
情
報
を
説
明
す
る
機
会

を
設
け
る
べ
き
で
は
。

 　

本
来
伝
わ
る
べ
き
情
報
が
伝
わ
っ

て
い
な
い
事
実
が
あ
る
な
ら
、
き
ち

ん
と
伝
え
る
取
組
を
徹
底
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

塩
しおかわ

川　浩
ひ ろ し

志

小
こ が ね ざ わ

金沢 昭
あきひで

秀

◆
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

 　
寄
附
額
を
増
加
さ
せ
る
た
め
、
返

礼
品
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
を
含
め
、

ど
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
か
。

 　

利
用
者
が
返
礼
品
を
検
索
し
た
際

に
、
当
市
の
返
礼
品
が
上
位
に
掲
載

さ
れ
る
よ
う
広
告
掲
載
方
法
に
工
夫

を
し
て
い
る
。「
株
式
会
社
ま
ち
づ

く
り
佐
久
」
と
連
携
し
、
事
業
者
訪

問
、
新
規
返
礼
品
の
開
拓
を
積
極
的

に
進
め
て
い
る
。

◆
観
光
消
費
額
の
拡
大
に
つ
な
が
る
具

体
策
に
つ
い
て

 　
体
験
型
・
着
地
型
観
光
に
つ
な
が

る
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

 　

1
点
目
と
し
て
、
観
光
資
源
を
旅

行
者
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
組
み
合
わ

せ
る
「
モ
デ
ル
コ
ー
ス
」
の
構
築
。

2
点
目
と
し
て
、
旅
行
者
向
け
に
開

発
・
運
用
し
て
い
る
「
佐
久
ハ
レ
タ
」

の
活
用
を
し
て
い
る
。

◆
荒
船
パ
ノ
ラ
マ
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル

ド
に
つ
い
て

 　
利
用
者
増
加
に
向
け
て
ど
の
よ
う

な
取
組
を
実
施
し
て
い
る
か
。

 　

サ
ニ
タ
リ
ー
棟
や
展
望
テ
ラ
ス
の

施
設
整
備
を
行
い
、
観
光
雑
誌
等
へ

の
有
料
広
告
の
掲
載
、
フ
リ
ー
ペ
ー

パ
ー
の
発
行
を
し
た
。

◆
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
内
山
峡
と
渋
沢
栄
一
に
つ
い
て

・
小
中
学
校
の
集
団
登
山
、
キ
ャ
ン
プ
等

の
体
験
学
習
に
つ
い
て

・
郷
土
へ
の
愛
着
と
理
解
を
深
め
る
教
育

に
つ
い
て

・
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
発
信
時
に
お
け
る
市
民
の

安
全
確
保
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

観
光
消
費
額
拡
大
の
具
体
策
に
つ
い
て

荒船パノラマキャンプフィールド

近年急増している特別支援学級数
と児童生徒数
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ス
ポ
ー
ツ
全
国
大
会
激
励
金
に
つ
い
て

小
中
保
、
児
童
館
の
エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て

 　

ス
ポ
ー
ツ
全
国
大
会
激
励
金
の

交
付
は
、
要
綱
に
基
づ
き
交
付
さ
れ

て
い
る
が
金
額
の
見
直
し
は
で
き
な

い
か
。

 　

本
激
励
金
は
激
励
を
目
的
に
交
付

し
、
他
市
と
比
較
し
て
も
金
額
は
上

位
に
位
置
し
て
い
る
。
激
励
金
の
趣

旨
を
前
提
と
し
、
状
況
を
調
査
し
、

情
報
を
精
査
し
な
が
ら
研
究
を
重
ね
、

見
直
し
は
慎
重
に
判
断
し
た
い
。

 　
小
中
学
校
、
保
育
所
、
児
童
館
の

エ
ア
コ
ン
設
置
状
況
に
つ
い
て
。

 　

小
中
学
校
の
特
別
教
室
等
は
、
順

次
計
画
を
進
め
て
い
る
。
保
育
所
は

市
内
の
公
立
15
園
、
調
理
室
未
設
置

の
11
園
は
８
月
に
設
置
完
了
し
、
児

童
館
に
は
、
保
護
者
や
職
員
か
ら
児

童
の
安
全
を
守
る
た
め
、
暑
さ
対
応

を
求
め
る
声
が
複
数
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
暑
さ
対
策
は
引
き
続
き
検
討
を

進
め
て
い
く
。

 　
通
学
に
使
う
歩
道
が
雑
草
で
歩
き

に
く
い
箇
所
が
あ
り
、
車
の
往
来
が

激
し
い
縁
石
付
近
で
の
雑
草
の
機
械

刈
り
に
苦
慮
し
て
い
る
。
歩
道
と
車

道
境
の
除
草
剤
散
布
に
つ
い
て
。

 　

市
内
の
国
道
・
県
道
の
管
理
者
で

あ
る
佐
久
建
設
事
務
所
で
は
、
基
本

的
に
刈
払
機
に
よ
る
除
草
だ
が
、
環

境
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
一
部
除
草

剤
の
散
布
を
行
っ
て
い
る
。
佐
久
市

で
は
基
本
的
に
除
草
剤
散
布
は
行
っ

て
い
な
い
が
、
除
草
剤
の
用
途
等
を

理
解
し
、
地
域
の
合
意
形
成
も
整
っ

て
い
る
場
合
、
希
望
区
に
は
安
全
性

の
高
い
除
草
剤
を
支
給
し
、
対
応
い

た
だ
い
て
い
る
。

城
し ろ た

田　領
りょう

令和５年度 意見交換会
日　時 令和５年11月11日（土）

午前10時30分から11時30分
会　場 佐久創造館（佐久市農業祭開催会場）

104号室

申込連絡先 電話：0267-62-3495（議会事務局）
FAX：0267-62-7910

内　容 市民の皆様と議員との意見交換

意見交換テーマ 「議員の仕事について」、
「農業について」

　お申込みは、電話又はFAXで、お名前、電話番号をお知らせください。
　なお、当日飛び入り参加もOKです。どなたでもお気軽にお越しください。

あなたの声を
　お聞かせください。
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次回定例会のお知らせ
【令和５年12月定例会】開催予定日

※日程は、諸事情により変更となる場合があります。

定  数

～会話をしてみましょう～

手 話 を学ぼう

上記に関する問い合わせ先　佐久市議会事務局
　　　　　　　　　　　　　電話 0267-62-3495（直通）

あなたも議会を
傍聴してみませんか。

★次の定例会（令和５年12月定例会）の日程
（予定）は下欄のとおりです。

　　本会議同様、各常任委員会、特別委員会、
議会運営委員会も傍聴いただけます。

　　ただし、委員会は会場の都合で、希望者多
数の場合は、開会前に抽選を行いますのでご
了承ください。

※ご注意ください
　　本会議、委員会とも傍聴の際は、携帯電話

の電源をお切りください。また、会議の模様
を撮影、録音することはできません。

　　聴覚に障害のある方で、議会の傍聴を希望
される場合、手話通訳及び要約筆記を配置い
たします。事前に申込みが必要
になりますので、詳しくはホー
ムページでご確認ください。

佐久市内で撮影した
行事・風景などの
写真や、イラストを
募集中です。

　次回２月１日発行号の
締切りは、12月28日です。
　詳細は、佐久市議会ホー
ムページをご覧いただくか、
議会事務局へお問い合わせく
ださい。

議会だより表紙
大募集中!!

ご応募をお待ちして
おります。

「定（定める）」
胸の前で両手の指（親指
以外）同士をしっかり組み
ます。

「数、算数」
両手の人差し指、中指、薬
指と手の甲を相手側に向け
て立て、両手を近づけます。

日 月 火 水 木 金 土

11月26日 27 28 29 30 12月１日 2

本会議
（開会）

3 4 5 6 7 8 9

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

10 11 12 13 14 15 16

本会議
（議案質疑） 委員会 委員会 委員会
委員会

17 18 19 20 21 22 23

委員会 本会議
（閉会）

YouTube佐久市議会
チャンネルはこちら
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資源保護のため植物油インキ／再生紙を使用しています。 UDフォントを使用しています。

発行／佐久市議会  〒385-8501 長野県佐久市中込3056番地  TEL.0267（62）3495（直通）  FAX.0267（62）7910（直通）　編集／議会改革・広報広聴特別委員会　広報部会

●議長がモンゴル国スフバートル区を
　表敬訪問

　友好都市締結15周年を記念して、モンゴル国スフバートル
区を江本議長が、栁田市長及び親善協会の皆様と共に表敬訪
問しました。ボロルマー区長、エンフボルド議長とは、友好
都市から姉妹都市への締結の実現に向けて、双方が連携協力
していくことが確認されました。

●佐久市・小諸市女性議員意見交換会
　を開催
　佐久市議会女性議員連盟（女性議員５名）は、小諸市議会の女
性議員（５名）との意見交換会を実施しました。意見交換会では、
女性の活躍に視点を置き、活発な議論が交わされました。今後も
定期的に意見交換を行っていきます。

●中部横断自動車道建設促進佐久地域議員
　連盟総会

　令和５年度総会が佐久穂町生涯学習館で開催され、佐久地
域の市議会議員など約100名が出席しました。未着工区間の
具体的なルート案が国土交通省から県に示されたことを受け、
更なる整備促進や早期事業化を求める決議を行い、国土交通
省長野国道事務所の小澤所長へ要望書を手交しました。

●議会改革・広報広聴特別委員会改革部会で
　行政視察を実施
　改革部会の所管事務の一つである「予算決算委員会の在り方」
についての検討を進めるため、飯田市を視察。予算決算委員会に
おける審査の流れや、議会による行政評価、議会改革に関する活
動等について説明を受けました。

●総務文教委員会と佐久ケーブルテレビとの
　意見交換を開催

　地域情報や市内イベント情報を発信している佐久ケーブル
テレビ。本年6月に新社長が就任したことから、総務文教委員
会では、今後の運営方針等をテーマとして、佐久ケーブルテ
レビの皆さんと意見交換を実施しました。

鈴
す ず き

木　栞
か ん な

那 さん
（中佐都小学校６年生）

佐久っ子の夢、応援します!

　私
わたし

の夢
ゆめ

は、動
どう ぶ つ

物愛
あ い ご

護に関
かか

わる仕
し ご と

事に就
つ

くことです。動
どう ぶ つ

物が好
す

きで、守
まも

ってあげたいと思
おも

ったからです。家
いえ

では犬
いぬ

と猫
ねこ

を１匹
ぴき

ずつ飼
か

っていますが、２匹
ひき

とも保
ほ

健
けん

所
じょ

から連
つ

れてきました。保
ほ

健
けん

所
じょ

にいる動
どう ぶ つ

物を少
すこ

しでも幸
しあわ

せにしてあげたいです。
　犬

いぬ

と猫
ねこ

は家
いえ

の中
なか

で飼
か

っています。飼
か

っていて大
たい へ ん

変なのは、毎
まい

日
にち

の遊
あそ

びやトイレ掃
そ う じ

除です。猫
ねこ

は大
おお

きくて、ときどき、かじっ
てくることもありますが、犬

いぬ

も猫
ねこ

もとてもなついて友
とも

だちみた
いで、今

いま

では家
か ぞ く

族の一
いち い ん

員です。病
びょ う き

気になったら、病
びょういん

院に連
つ

れて
行
い

ったり、薬
くすり

を飲
の

ませたりして家
か ぞ く

族全
ぜん い ん

員でお世
せ わ

話をしています。
　将

しょうらい

来は、ペットショップのスタッフか保
ほ

健
けん

所
じょ

の職
しょくいん

員になりた
いです。

聞かせてあなたの夢
佐久市の小学６年生が夢を語ります

７月25日

７月10日

７月21日

8月28日

7月27日


